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NIED Interview
研究を知る×人を知る

フランスご出身ですが、どうして

日本にいらしたのですか。

　フランスのパリ近郊のナンテール
生まれ、育ったのはフランス本土の
真ん中あたりにあるオーヴェルニュ
地方です。オーヴェルニュ火山帯地
方自然公園で有名なところです。学
部時代は、地盤工学のエンジニア
になろうと思っていました。修士課
程で地震学を学んで、色々なところ
にたくさん旅行できて楽しいだろう
と思ったので、パリ地球物理研究所

（IPGP：Institut de Physique du 
Globe de Paris）に進みました。そ
の後、地震の微動観測がやりたくて
日本に来て、今年３年目です。防災
科研に来る前は、東京大学理学系
研究科の井出研究室地震科学研究グ
ループに所属していました。当時、
ニュージーランドで観測され、それ
が見たかったんです。微動は、今で
も続いていて、その地震についても
たくさんシミュレーションしていま
す。ニュージーランドの地震を日本

防災科研で働く研究者をご紹介します。
研究のことから趣味にいたるまでお聞きしました。
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ロレーヌ工科大学ナンシー校、パリ地球物理研究所を経て日本へ。
2021 年 4 月より現職。専門は地震物理学。趣味は博士課程の時
に始めたクライミング。富士山や谷川岳にも登ったそうです。

で研究しているんですよ。
　防災科研に来たきっかけは、当時
の研究室の教授から防災科研を勧め
られたことでした。
　日本人からみると、フランスで地
震の研究が行われているのは意外な
印象があるようですが、フランスに
は、活火山がいくつもあります。カ
リブ海の仏領マルティニーク島にあ
るプレー山（Montagne Pelée）や、
マダガスカル島近くの仏領レユニオ
ン島のフルネーズ山（Piton de la 
Fournaise）などです。ですから、地
震学は盛んに研究されています。ま
た、フランスは、植民地があったので、
地質図作成が歴史的に盛んで、それ
が現代の地球科学につながっていま
す。日本ほどの人数ではありません
が、地震学の研究者はたくさんいま
す。活火山の観測には、たくさんの
地震学の知識が応用されていますが、
現代のフランスにはたくさんの原子
力発電所があり、そのため地震学の
研究も必要とされています。国境を

越える監視にも地震学が応用されて
いて、それを専門にする研究所もあ
ります。

防災科研で研究していることを

教えてください。

　私の専門は地震物理学です。地震
の数理モデルを作って地震のシミュ
レーションを行おうとしています。
地震計を使って地震を観測する研究
を行う人もいますが、私は、断層破
壊過程のモデルを作り、シミュレー
ションを通じて断層形状と地震発生
過程の関係を明らかにしたいと思っ
ています。なので、PCでのプログラ
ミングなどが中心の毎日です。

今後、どんな研究をしたいですか。

　とても難しい質問ですね。特にゴー
ルがあるわけではないですが、みん
なが自分の研究を認めてくれるとと
てもうれしいです。 
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